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1 

は
じ
め
に

日
加
関
係
は
長
い
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
に
対
す
る
認
識
や
両
国
間
の
関
係
の
密
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な

い
。
本
稿
で
は
、
付
日
加
関
係
の
最
近
の
変
遷
を
概
観
し
、

ω日
加
関
係
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
の
提
供
と
と
も
に
、
な
ぜ
日
本
と

カ
ナ
ダ
は
、
そ
の
関
係
の
長
さ
に
比
し
て
緊
密
な
関
係
を
も
ち
得
な
か
っ
た
か
と
い
う
聞
い
へ
の
解
答
を
試
み
、
国
今
後
の
日
加
関
係
発

展
の
た
め
の
課
題
の
析
出
を
行
い
た
い
。

2 

日
加
関
係

日
加
貿
易

日
本
と
カ
ナ
ダ
の
関
係
は
、
主
と
し
て
経
済
・
通
商
面
に
お
い
て
順
調
に
発
展
し
て
き
た
。
日
加
貿
易
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
原
材
料
を
輸

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

一
八
九



加
貿
易
を
、

入
、
日
本
か
ら
工
業
製
品
を
輸
出
と
い
う
相
互
補
完
関
係
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
表
1
は、

一
九
四
六
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
の
日

九。

カ
ナ
ダ
側
の
統
計
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、
日
加
問
の
貿
易
が
頗
調
に
伸
び
続

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
日
加
貿
易
収
支
は
、

戦後(l946~86年)の日加貿易

(単位:100万ドル)

294 
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カナダ

の輸出
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カナダ

の輸入

表 1

626 496 69 

1970年 813 

831 
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803 

一
九
八
三
年
ま
で
は
、

965 

1.814 

2.231 1.430 

1，205 2，133 

2.339 

2.512 

3.062 

ほ
ぽ
恒
常
的
に
カ
ナ
ダ
側
の
出
超
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
も

4，100 

4.374 

4，522 

4.590 

4.762 4.409 

t:J 
Statistics Canada， Historical Statistics 0/ 
Canαdα， 1983. Cα加 daYear Book 1978~1979. 

1985. Ca叩 diαnStatistical R仰 le即， March 

1985; May 1986; March 1987. 
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ま
た
表
ー
か
ら
一
九
八
四
年
が
日
加
関
係
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
年
で
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
、
日
加
両
国
間
の
貿
易
総
額
が
、

一
九
八
四
年
に
は
じ
め
て
一

O
O億
ド
ル
を
超
え
た
こ
と
で
あ
る
。
加
米
関
、
日
米
間
の

貿
易
総
額
に
は
は
る
か
に
お
よ
ば
な
い
も
の
の
、

一
九
七
一
一
一
年
以
来
、
日
本
は
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
第
二
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
後
に
指

摘
す
る
日
米
加
北
太
平
洋
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
拡
大
均
衡
の
可
能
性
は
、
日
加
間
の
貿
易
量
の
増
大
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
日
加
貿

易
総
額
の
一

O
O億
ド
ル
突
破
は
、
単
に
日
加

E
E
Z
S
H
な
意
味
の
み
で
な
く
、
自
己
仲
町
山
知
件
。
吋
包
の
中
の

E
E
Z
E】
の
文
脈
の
中
で
理
解

し
た
い
。

第
二
に
、

一
九
八
四
年
は
日
加
貿
易
関
係
に
お
い
て
、
収
支
の
決
定
的
転
換
が
お
こ
っ
た
年
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
出
超
で
推
移
し
て
き

た
日
加
貿
易
収
支
は
、

一
九
八
四
年
に
カ
ナ
ダ
の
入
超
に
転
じ
、
以
後
カ
ナ
ダ
の
日
本
に
対
す
る
貿
易
赤
字
は
増
加
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ

の
対
日
赤
字
は
、
原
料
価
格
の
相
対
的
低
下
と
、
日
本
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
る
対
日
原
料
輸
出
の
伸
び
悩
み
、

工
業
製
品
の
輸
入
増
加
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
び
日
本
か
ら
の

一
九
八
四
年
が
日
加
経
済
関
係
に
と
っ
て
意
味
を
も
っ
年
で
あ
る
こ
と
の
第
三
の
理
由
は
、

カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
レ
ベ
ル
の
政
権
交
替
に

起
因
す
る
。

一
九
八
四
年
は
こ

O
余
年
続
い
た
自
由
党
政
権
、

ト
リ
ュ
ド
ー
だ
け
で
も
一
六
年
間
の
自
由
党
政
権
が
終
鷲
し
、
保
守
党
政

権
に
移
っ
た
年
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
ト
リ
ュ
ド
ー
か
ら
、

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
リ
ス
ト
の
マ
ル
ル

l
一
一
に
政
権
が
移
っ
た
こ
と
は
、

カ
ナ
ダ
経
済
に
と
っ
て
意
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
米
国
の
影
響
力
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
加
え
と
く

に
日
本
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
重
視
し
た
(
「
第
三
の
選
択
」
)
ト
リ
ュ
ド
!
と
、
米
国
と
二
国
間
自
由
貿
易
協
定
を
結

び
、
北
米
経
済
統
合
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
マ
ル
ル

l
ニ
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
日
本
の
意
味
合
い
も
当
然
異
な
っ
て
こ
よ
う
。

以
上
付
日
加
貿
易
総
額
が
一

O
O億
ド
ル
を
超
え
た
事
実
と
、
日
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
お
け
る
そ
の
意
味
、

ω数
十
年
間
カ
ナ

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

九



九

ダ
の
対
日
黒
字
で
推
移
し
て
き
た
日
加
貿
易
が
対
日
赤
字
に
転
じ
、
そ
の
赤
字
幅
が
拡
大
し
て
い
る
事
実
と
、
そ
れ
が
日
加
経
済
関
係
の

構
造
に
ま
で
お
よ
ぽ
す
影
響
、
同
「
第
三
の
選
択
」
を
採
択
し
た
ト
リ
ュ
ド
ー
か
ら
北
米
経
済
統
合
推
進
の
マ
ル
ル

1
ニ
へ
の
政
権
交
替

と
、
加
米
自
由
貿
易
協
定
が
日
加
関
係
に
お
よ
ぽ
す
彰
響
、
の
三
点
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
よ
り
詳
細
に
議
論
を

す
す
め
た
い
。

問
題
の
不
在
性
緊
密
な
関
係
1
1
1親
し
く
な
け
れ
ば
問
題
も
起
こ
ら
な
い
|
|

日
加
関
係
は
、
概
し
て
大
き
な
問
題
や
摩
擦
も
起
こ
さ
ず
推
移
し
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
決
し
て
手
ぱ
な
し
に

喜
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
緊
密
な
関
係
で
な
け
れ
ば
、
摩
擦
も
問
題
も
生
じ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
関
係

は
、
良
好
で
は
あ
る
が
緊
密
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
は
、
カ
ナ
ダ
は
米
国
と
同
じ
北

米
大
睦
に
位
置
し
、
そ
の
隣
国
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
理
由
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
は
巨
人
米
国
の
影
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
も

し
カ
ナ
ダ
が
太
平
洋
の
真
中
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
米
国
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
れ
ば
、
日
本
の
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
認
識

は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
日
本
が
非
常
に
強
い
大
国
指
向
、
と
り
わ
け
対
米
指
向
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
圏
、

と
く
に
巨
人
米
国
の
隣
に
位
置
し
、
人
口
だ
け
か
ら
み
て
も
米
国
の
一

O
分
の
一
の
規
模
の
カ
ナ
ダ
に
目
が
向
か
な
い
と
い
う
日
本
側
の

理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
日
本
は
カ
ナ
ダ
を
対
米
戦
略
の
一
環
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
強
く
、
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
理
解
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
す
な
わ
ち
日
加
関
係
は
、
日
米
関
係
の
影
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
日
加

関
係
に
お
げ
る
米
国
の
影
に
関
し
て
は
、
次
節
に
お
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。

摩
擦
や
問
題
が
不
在
で
あ
れ
ば
、
良
好
な
関
係
で
あ
る
と
必
ず
し
も
言
い
が
た
い
理
由
の
第
二
は
、
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
処
す
る
、



あ
る
い
は
摩
擦
が
顕
在
化
し
て
は
じ
め
て
相
手
に
対
す
る
認
識
を
改
め
る
と
い
う
富
田
弘
語
な
態
度
に
あ
る
。
個
人
か
ら
国
の
レ
ベ
ル
ま

で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
高
接
利
害
が
か
ら
ま
な
け
れ
ば
呼
応
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
後
手
に
後
手
に
ま
わ
っ
て
解
決
に
奔
走
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
が
起
こ
っ
て
い
な
い
時
に
こ
そ
、
協
力
関
係
の
基
盤
を
強
聞
に

す
る
努
力
を
す
る
か
否
か
が
、
密
度
の
高
い
二
国
間
関
係
の
発
展
の
た
め
の
大
き
な
鍵
と
な
ろ
う
。
対
症
療
法
か
ら
予
防
医
学
へ
と
発
想

の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

日
加
関
係
に
お
い
て
、
摩
擦
や
問
題
の
不
在
を
手
ぱ
な
し
で
喜
べ
な
い
第
三
の
理
由
は
、
潜
在
的
貿
易
摩
擦
の
影
が
す
で
に
し
の
び
よ

っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
表
1
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
八
四
年
に
カ
ナ
ダ
は
対
日
赤
字
を
記
録
し
た
が
、
そ
の
赤
字
額
は
年
々
増
大
し
て

一
九
八
六
年
に
は
一
七
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
の
、
こ
の
よ
う
な
急
激
な
貿
易
不
均
衡
は
、
カ
ナ
ダ
の
対
日
赤
字
が

お
り
、

今
後
も
拡
大
し
、
カ
ナ
ダ
の
日
本
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
将
来
の
貿
易
摩
擦
の
萌
芽
と
な
り
う
る
危
険
を
内

包
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
問
題
や
摩
擦
も
な
く
、

一
見
良
好
と
も
思
え
る
日
加
関
係
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
関
保
は
疎
遠
で
あ

り
、
受
動
的
な
性
格
し
か
持
ち
得
ず
、
す
で
に
貿
易
摩
擦
の
萌
芽
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
、
表
面
上
の
関
係
に
満

足
し
て
い
て
は
、
将
来
の
友
好
・
協
力
関
係
の
発
展
の
た
め
に
、
慢
を
残
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

日
加
関
係
進
展
の
背
景

長
い
歴
史
を
も
っ
日
加
関
係
で
は
あ
る
が
、
経
済
通
商
面
を
も
含
め
て
多
面
的
な
発
展
を
展
開
し
は
じ
め
た
の
は
、

一
九
七

0
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
、

き
わ
め
て
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
日
加
関
係
進
展
の
カ
ナ
ダ
側
の
背
景
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
へ

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

一
九
三



一
九
四

の
関
心
の
増
大
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
要
因
を
四
つ
に
分
げ
て
論
じ
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
は
、
国
内
政
治
の
次
元
で
あ
る
。
西
部
カ
ナ
ダ
と
オ
タ
ワ
連
邦
政
府
の
関
係
は
、

と
く
に
連
邦
レ
ベ
ル
に
お
い
て
自
由
党
が

政
権
に
あ
る
場
合
、
緊
張
関
係
に
陥
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
は
自
由
党
が
西
部
に
基
盤
を
も
た
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

連
邦
政
府
の
政
策
は
西
部
カ
ナ
ダ
の
利
益
を
反
映
さ
せ
に
く
い
↓
西
部
カ
ナ
ダ
の
連
邦
自
由
党
政
権
へ
の
不
満
が
つ
の
る
↓
西
部
カ
ナ
ダ

は
自
由
党
の
議
員
を
選
出
し
な
い
↓
西
部
カ
ナ
ダ
選
出
の
自
由
党
議
員
は
皆
無
に
等
し
い
の
で
、
自
由
党
政
権
の
も
と
で
は
、
西
部
カ
ナ

ダ
の
利
益
を
反
映
さ
せ
る
連
邦
政
策
が
策
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。

他
方
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
聞
の
貿
易
は
、
日
本
が
カ
ナ
ダ
か
ら
原
材
料
輸
入
、
カ
ナ
ダ
へ
製
品
輸
出
と
い
う
相
互
補
完
的
性
格
を
も
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
資
源
産
業
に
立
脚
し
た
経
済
を
も
っ
西
部
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
関
係
は
緊
密
で
あ
る
。
連
邦
制
を
と
る
カ
ナ

ダ
で
は
、
立
法
権
は
オ
タ
ワ
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
聞
で
分
割
さ
れ
て
お
り
、
州
境
を
越
え
る
通
商
は
連
邦
政
府
の
管
轄
で
あ
る
が
、
天

然
資
源
の
所
有
権
は
州
政
府
に
属
し
て
い
る
。
日
本
の
輸
出
品
で
あ
る
消
費
材
・
製
品
は
カ
ナ
ダ
の
人
口
の
六

O
%以
上
が
集
中
す
る
中

央
カ
ナ
ダ
(
ケ
ベ
ツ
ク
州
と
オ
ン
タ
リ
オ
州
)
を
中
心
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
全
体
と
日
本
の
貿
易
収
支
が
カ
ナ
ダ
側
に
有

利
で
あ
っ
た
と
き
も
、
中
央
カ
ナ
ダ
は
対
日
赤
字
、
西
部
カ
ナ
ダ
は
対
目
黒
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

B
本
と
西
部
カ
ナ
ダ
の
関
係
は
、

カ
ナ
ダ
の
他
の
地
域
と
の
関
係
よ
り
も
緊
密
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
州
経
済
主
義
明
。
。
ロ
。
富
山
の
官
雪
山
一
言
庄
町
宮
の
強
い
カ
ナ
ダ
で
は
、
す
で
に
、
カ
ナ
ダ
国
家
経
済

n
g注目
m
s
Z
M混同

0
5日
開

8
・

ロ。
S
M可
よ
り
も
カ
ナ
ダ
経
済
連
合
わ
州
器
包
宮
口
開
。
。
ロ
。
S
W
C
E。
ロ
の
考
え
方
の
方
が
、
現
状
に
よ
り
近
い
。
す
な
わ
ち
カ
ナ
ダ
を
一
国

包
ロ
寄
ロ

a
gと
考
え
る
よ
り
は
、
カ
ナ
ダ
日
二
政
断
)
の
連
合
と
考
え
る
方
が
、
政
治
・
経
済
面
で
重
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
幻
。

と
り
わ
け
西
部
諸
州
の
州
政
府
は
、
州
経
済
の
強
力
な
推
進
者
の
役
を
果
た
し
て
お
り
、
州
経
済
発
展
の
た
め
に
、
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ



ア
・
太
平
洋
地
域
に
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
付
州
経
済
の
強
さ
、

∞
カ
ナ
ダ
の
他
地
域
よ
り
も
、
資
源

産
業
中
心
の
西
部
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
関
係
の
相
対
的
強
さ
、

川
口
ト
リ
ュ
ド
l
自
由
党
の
西
部
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
基
盤
の
弱
さ
、
と
い
う
一
一
一

つ
の
事
実
の
連
関
は
、
西
部
カ
ナ
ダ
の
不
満
を
緩
和
す
る
一
つ
の
政
策
と
し
て
、
オ
タ
ワ
連
邦
政
府
が
カ
ナ
ダ
全
体
と
し
て
日
本
と
の
関

係
の
見
直
し
、
強
化
に
の
り
だ
し
た
こ
と
の
理
由
の
一
っ
と
説
明
で
き
よ
う
。

第
二
に
政
治
指
導
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
、
外
交
関
係
の
推
進
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ト
リ
ュ
ド
i
は
東
洋
文

開
明
、
イ
ン
ド
哲
学
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、

ト
リ
ュ
ド
i
個
人
が
カ
ナ
ダ
首
相
と
し
て
日
加
関
係
の
発
展
に
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
と
っ
た
こ
と
は
杏
め
な
い
。

一
九
七

O
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
は
、
六
七
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
万
国
簿
覧
会
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
は
運
営
・
開

催
の
技
術
に
つ
い
て
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
大
阪
万
博
の
カ
ナ
ダ
・
デ

i
の
式
典
で
ト
リ
ュ
ド
l
は
、
「
大
阪
万
博
へ
の
カ
ナ
ダ
参
加
の
結

果
、
カ
ナ
ダ
人
は
『
極
東
』
と
し
て
で
は
な
く
、
『
ニ
ュ

1
ウ
エ
ス
ト
』
と
し
て
、
日
本
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
を
声
明
し
て
い
る
。
大
阪
万
簿
は
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
好
意
的
に
貫

献
し
た
と
言
え
よ
う
。

訪
問
の
う
ち
、
約
半
数
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
国
々
で
あ
る
こ
と
、

一
九
六
八
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
二
回
の
連
邦
選
挙
に
は
さ
ま
れ
た
四
年
間
に
、
ト
リ
ュ
ド
l
が
行
っ
た
一
一

O
回
に
も
お
よ
ぶ
外
国

ま
た
一
九
七

O
年
の
中
国
承
認
、

一
九
七
ニ
年
の
中
国
訪
問
は
、

カ
ナ
ダ
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
重
視
し
は
じ
め
た
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

一
九
七

0
年
代
の
日
加
関
係
進
展
の
カ
ナ
ダ
側
理
由
の
第
一
一
一
と
し
て
、

カ
ナ
ダ
の
外
交
政
策
の
原
則
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
カ
ナ
ダ
は
そ

の
外
交
に
お
い
て
、

一
つ
の
国
の
影
響
を
強
く
受
け
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
対
抗
力
(
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
)
を
重
視
し
て
き
た
。

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

一
九
五



一
九
六

歴
史
的
に
み
れ
ば
、
自
治
領
と
な
っ
た
後
数
十
年
間
は
、
も
と
宗
主
国
で
あ
っ
た
英
国
の
影
響
が
大
き
く
、
こ
の
時
代
に
は
米
国
を
カ
ウ

ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
今
度
は
米
国
の
影
響
力
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
西
欧
が
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト

と
し
て
働
く
よ
う
、
カ
ナ
ダ
は
対
外
関
係
を
調
整
し
て
き
た
。
ノ

1
ス
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
呼
ば
れ
る
軍
事
・

防
衛
、
経
済
、
政
治
に
お
け
る
英
米
加
協
力
関
係
は
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
米
国
の
影
響
力
が
巨
大
に

な
り
、
西
欧
の
み
で
は
十
分
な
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
と
な
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
外
交
の
多
角
化
を
基
調
と
す
る
カ
ナ
ダ
は
、
西
欧

の
他
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
自
を
向
け
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

米
国
と
の
関
係
の
変
化
も
、
カ
ナ
ダ
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
は
他

の
国
々
に
比
べ
高
い
こ
と
か
ら
、
輸
出
依
存
型
経
梼
構
造
を
も
ち
、
米
国
の

-ugpoVMME昆
と
言
わ
れ
る
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
へ
の
経
済
依

存
を
こ
れ
以
上
増
大
さ
せ
ず
経
済
関
係
の
多
角
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
重
要
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、

「
第
三
の
選
択
」

J
E
E
O
Eお
に
具
現
さ
れ
た
。
第
一
、
第
二
の
選
択
が
加
米
関
係
に
の
み
焦
点
を
あ
て
て
い
た
の
に
対
し
、
第
三
の

選
択
は
米
国
の
影
か
ら
カ
ナ
ダ
を
離
し
、
経
済
面
を
も
含
め
多
面
的
に
カ
ナ
ダ
の
脆
弱
性
を
克
服
し
、
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
、
国
内

的
に
も
国
際
的
に
も
確
立
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
三
の
選
択
は
反
ア
メ
リ
カ
の
意
味
は
な
く
、
本

来
の
目
的
は
「
と
く
に
米
国
の
影
響
の
強
い
外
部
要
因
へ
の
カ
ナ
ダ
経
済
の
脆
弱
性
を
減
ら
し
、
よ
り
自
信
に
満
ち
た
カ
ナ
ダ
の
ナ
シ
ヨ

(6) 

ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
、
当
時
の
外
相
で
あ
っ
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
シ
ャ
ー
プ
は
語
っ
て
い
る
。
こ
の

第
三
の
選
択
の
背
景
に
は
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
加
米
関
係
の
再
検
討
が
、
カ
ナ
ダ
の
太
平
洋
国
家
と
し
て
の

可
能
性
の
認
識
を
深
め
さ
せ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
一
九
七

0
年
代
の
日
加
関
係
進
展
の
カ
ナ
ダ
側
の
背
景
を
、
圏
内
政
治
、
と
く
に
連
邦
政
府
と
西
部
カ
ナ
ダ
の
関
係
、
政
治
指
導



者
の
個
性
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
、
外
交
政
策
の
原
則
で
あ
る
一
一
回
依
存
回
避
、
米
国
と
の
関
係
の
変
化
、

の
四
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
、

日
本
側
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
一
ニ
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
ず
第
一
は
対
米
関
係
に
お
け
る
変
化
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・

一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
実
現
は
、
長
い
間
戦
後
日
本
外
交
の
礎
石
と
な
っ
て
い
た
米
国
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
日
本
の
対

外
政
策
の
基
本
的
姿
勢
の
再
検
討
を
促
し
た
。
次
に
圏
内
政
治
に
お
い
て
は
、

一
九
七
二
年
に
、

八
年
に
お
よ
ぶ
佐
藤
政
権
が
終
駕
し
、

従
来
の
日
本
の
首
相
と
は
異
な
る
田
中
角
栄
が
首
相
に
就
任
し
て
い
る
。
田
中
は
中
国
を
承
認
し
、
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
に
お
い
て
長
い

間
懸
案
と
な
っ
て
い
た
日
中
外
交
関
係
樹
立
に
成
功
し
た
。
第
三
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

一
九
七
三
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
は
、
日
本
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
供
給
国
の
偏
重
依
存
の
弊
害
を
経
験
さ
せ
た
。
政
府
・
財
界
を
中
心
に
、
資
源
輸
入
先
多
様
化
の
推

進
が
重
視
さ
れ
、
政
治
的
に
き
わ
め
て
安
定
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
と
の
提
携
強
化
の
必
要
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
の
日
加
関
係

一
九
七

0
年
代
に
入
り
進
展
を
は
じ
め
た
日
加
関
係
は
、
そ
の
後
順
調
に
そ
の
内
容
を
充
実
し
は
じ
め
た
。

一
九
七

0
年
代
、

一
九
七
四
年
九
月
に
田
中

首
相
は
訪
加
し
、

ト
リ
ュ
ド

i
首
相
と
「
日
加
新
時
代
の
幕
開
け
」
を
う
た
う
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
ま
た
両
首
相
は
、

カ
ナ

ダ
に
お
け
る
日
本
研
究
、
日
本
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
研
究
促
進
の
た
め
一
六

O
万
ド
ル
ず
つ
の
資
金
を
出
す
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
。

二
年
後
の
一
九
七
六
年
一

O
月
、
ト
リ
ュ
ド
l
首
相
は
日
本
を
訪
問
し
、
三
木
首
相
と
田
中
・
ト
リ
ュ
ド
l
会
談
の
遺
産
で
あ
る
日
加

経
済
協
力
大
綱
と
日
加
文
化
協
定
を
締
結
し
た
。
ト
リ
ュ
ド
l
首
相
は
同
年
七
月
に
、
米
国
の
影
響
力
に
対
抗
す
る
力
の
一
つ
と
し
て
ヨ

(
7
)
 

i
ロ
ッ
パ
と
の
伝
統
的
紳
の
重
み
を
再
認
識
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
と
カ
ナ
ダ
・

E
C経
済
協
力
大
綱
を
調
印
し
て
い
る
が
、
日
加
経

済
協
力
大
綱
は
こ
の
カ
ナ
ダ
・

E
C
経
済
協
力
大
綱
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
の
吋
，

z
a
o耳
目
。
ロ
が
具
現
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
カ

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

九
七



一
九
八

ナ
ダ
が
日
本
、

E
C
と
そ
れ
ぞ
れ
同
年
、
同
様
な
経
蒋
協
力
大
綱
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
日
本
の
比
重
が
、
伝
統
的
な

幹
を
も
っ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
程
度
に
な
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
一
つ
の
指
標
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
き
わ
め
て
意
味
の
あ
る
こ
と
と
言
え

ょ
う
。ト

リ
ュ
ド

i
・
田
中
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
遺
産
で
あ
る
日
加
経
済
協
力
大
綱
と
日
加
文
化
協
定
が
、

の
七

0
年
代
後
半
は
、
七
七
年
に
鳩
山
外
相
の
訪
加
、
七
九
年
に
ク
ラ
l
ク
首
相
の
訪
日
(
東
京
サ
ミ
ッ
ト
参
加
の
た
め
)
が
行
わ
れ
た

が
、
政
府
レ
ベ
ル
の
日
加
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
の
進
展
を
み
せ
な
か
っ
た
。

八
0
年
代
に
入
る
と
、
日
加
関
係
は
再
び
活
性
化
し
て
く
る
。
八

O
年
五
月
に
大
平
首
相
は
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、
議
会
で
演
説
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
日
加
外
相
定
期
協
議
が
同
意
さ
れ
、
ほ
ぽ
毎
年
一
回
の
割
合
で
外
相
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
八
一
年
に
は
鈴
木
首
相
が

五
月
に
臼
加
首
脳
会
談
の
た
め
訪
加
、
七
月
に
は
そ
ン
テ
ペ
ロ
で
行
わ
れ
た
オ
タ
ワ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
の
た
め
再
び
訪
加
し
た
。
そ
の

後
一
九
八
六
年
一
月
に
中
曽
根
首
相
が
カ
ナ
ダ
を
三
日
間
訪
問
し
て
い
る
が
、
日
本
の
首
相
が
訪
米
の
途
中
で
は
な
く
、
単
独
カ
ナ
ダ
を

訪
問
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
従
来
の
対
米
戦
略
の
一
環
と
し
て
の
カ
ナ
ダ
で
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
考
え
よ

う
と
す
る
、
日
本
側
の
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
認
識
の
変
化
の
兆
し
と
蓄
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
反
面
こ
の
中
曽
根
首
相
の
カ
ナ
ダ
単
独
訪
問

は
、
強
力
な
日
加
関
係
の
確
立
を
め
ざ
す
と
同
時
に
、
マ
ル
ル

l
ニ
首
相
が
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
同
じ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
あ
る
こ
と
で

一
九
七
六
年
に
調
印
さ
れ
て
以
降

緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
カ
ナ
ダ
の
公
用
語
の
一
つ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
堪
能
な
こ
と
か
ら
、
当
時
対
ソ
戦
略
や
通
貨
を
め

ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
米
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
調
整
役
に
な
る
こ
と
を
含
め
、
同
年
五
月
の
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
下
準
備
の
意
味
合
い
も
あ
っ

{
8
)
 

た。
中
曽
根
首
相
は
カ
ナ
ダ
訪
問
中
、
連
邦
議
会
で
日
本
の
世
界
政
策
と
今
後
の
日
加
協
力
を
中
心
に
演
説
を
行
っ
た
。
前
者
は
、
平
和
と



軍
縮
の
推
進
、
自
由
主
義
、
民
主
主
義
と
い
う
価
値
観
を
同
じ
く
す
る
北
米
、
西
欧
、
日
本
三
極
の
、
政
治
的
・
経
済
的
連
携
、
連
帯
の

強
化
、
自
由
貿
易
の
堅
持
を
三
本
柱
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
、
日
加
関
係
を
経
済
上
の
相
互
補
完
関
係
の
み
に
と
ど
め

ず
、
日
加
両
国
が
世
界
の
平
和
や
軍
縮
を
は
じ
め
、
発
展
途
上
国
の
繁
栄
に
つ
い
て
も
真
剣
な
協
議
と
連
帯
を
す
る
よ
う
提
議
し
、
世
界

的
課
題
に
つ
い
て
日
加
両
国
の
基
本
的
な
テ

l
マ
を
設
定
し
て
共
同
行
動
を
起
こ
し
、
両
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
よ
り
成
熟
し
た
深

(
9
)
 

み
と
広
が
り
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
提
案
し
て
い
る
。
マ
ル
ル

i
ニ
首
相
も
、
「
日
加
両
国
の
共
通
の
利
害
関
係
は
、
太
平
洋
地
域
の
政

(
刊
山
)

治
的
、
経
済
的
重
要
性
と
技
術
革
新
、
経
済
成
長
、
さ
ら
に
平
和
と
安
定
実
現
の
た
め
の
世
界
的
な
指
導
力
に
根
ざ
し
て
い
る
」
と
日
本

と
カ
ナ
ダ
の
協
力
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
中
曽
根
首
相
訪
加
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
は
、
議
会
演
説
で
も
声
明
さ
れ
た
テ

ー
マ
を
決
め
て
の
協
力
(
経
済
関
係
、
平
和
・
軍
縮
、
貿
易
、
南
北
問
題
、
太
平
洋
地
域
協
力
な
ど
て
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
制
度
の

創
設
、
カ
ナ
ダ
の
日
本
研
究
に
対
す
る
援
助
強
化
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

太
平
洋
国
家
と
し
て
の
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
連
携
強
化
の
重
要
性
を
確
認
し
合
っ
た
中
曽
根
i
マ
ル
ル
!
一
一
会
談
以
後
の
、
日
本
の
首
相

に
よ
る
カ
ナ
ダ
訪
問
は
、

一
九
八
八
年
一
月
の
竹
下
首
相
の
訪
加
で
あ
り
、
同
年
六
月
、
同
首
相
は
ト
ロ
ン
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
参
加
の
た
め

再
び
訪
加
し
た
。

3 

北
太
平
洋
三
極
関
係
・
・
日
加
関
係
に
お
け
る
米
圏
の
存
在
と
影
響

北
太
平
洋
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

i
l日
加
関
係
の
新
し
い
分
析
枠
組
1
1

以
上
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
最
近
の
日
加
関
係
の
基
礎
と
も
言
え
る
協
力
関
係
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、

一
九
七

0
年
代
前
半

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

一
九
九



。。

で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
日
本
、

カ
ナ
ダ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
そ
の
米
国
と
の
関
係
の
微
妙
な
変
化
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
と
カ
ナ

ダ
の
関
係
進
展
に
つ
な
が
っ
た
の
は
、
臼
加
両
国
の
内
在
的
な
理
由
と
い
う
よ
り
は
、
ニ
ク
ソ
ン
新
経
済
政
策
と
い
う
米
国
の
政
策
で
あ

り
、
そ
の
日
加
両
国
へ
の
否
定
的
影
響
ゆ
え
に
自
加
協
力
関
係
の
見
直
し
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
加
関
係
の
進
展
を
追
っ
て
い
く
と
、

日
加
関
係
は
日
加
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
対
米
関
係
の
影
響
を
強
く
受
け
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
が
そ
れ
ぞ
れ
米
国
と
の
関
係
を
見
直
し
、
距
離
を

お
い
た
と
き
に
、
日
加
関
係
の
画
期
的
発
展
が
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
加
関
係
は
純
粋
に

E
E
g
g
-
-な
関
係
と
し
て
よ
り

は
、
日
米
加
三
極
関
係
(
北
太
平
洋
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
)
の
文
脈
の
中
で
考
え
た
方
が
、
よ
り
正
確
な
理
解
が
得
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち

日
加
関
係
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
と
し
て
、
日
加
二
国
間
関
係
に
の
み
焦
点
を
あ
て
ず
、
日
米
加
三
極
関
係
の
文
脈
に
日
加
関
係
を
位

置
づ
け
る
こ
と
を
示
唆
し
た
い
。

日
加
関
係
に
お
け
る
米
閣
の
影

一
九
七

0
年
代
の
日
加
関
係
の
発
展
が
、
主
と
し
て
ト
リ
ュ
ド
l
首
相
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
と
す
れ
ば
、

関
係
に
は
日
本
側
の
努
力
も
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
概
し
て
日
加
関
係
は
「
一
方
通
行
」
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ

一
九
八

0
年
代
の
日
加

ぅ
。
こ
の
「
一
方
通
行
」
が
、
日
加
関
係
を
本
質
的
に
緊
密
化
す
る
こ
と
を
は
ば
ん
で
い
る
大
き
な
原
因
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
一

方
通
行
」
の
窮
極
の
根
源
で
あ
る
米
国
に
つ
い
て
、
そ
の
日
加
両
国
お
よ
び
日
加
関
係
に
与
え
る
彰
響
を
考
え
た
い
。

カ
ナ
、
ダ
に
は
米
国
と
の
緊
密
な
関
係
を
重
視
し
、
加
米
経
済
統
合
を
も
辞
さ
な
い
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
リ
ズ
ム

n
c
D江
口

g
g】ぽ
E
と
、
カ
ナ

ダ
を
米
国
か
ら
自
律
さ
せ
よ
う
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

Z
m
a
o
D丘
町
き
の
こ
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
カ
ナ
ダ
の
対
外
政



策
は
、

一
国
嬬
重
に
な
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
い
る
。

一
八
六
七
年
に
自
治
領
に
移
行
し
て
以
来
、
ま
ず
圧
倒
的
に
強
い
影

響
力
を
も
つ
も
と
宗
主
国
英
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
と
し
て
米
国
と
の
関
係
を
強
化
、
第
二
次
大
戦
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
位
の
相

対
的
低
下
と
米
国
の
台
頭
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
は
米
国
の
影
響
力
を
強
く
受
げ
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
西
欧
が
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト

と
し
て
機
能
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
米
国
は
強
く
カ
ナ
ダ
に
影
を
お
と
し
、
西
欧
の
み
で
は
米
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト
と
な
り
得
な

い
こ
と
を
認
識
し
た
カ
ナ
ダ
は
、

一
九
七

0
年
代
に
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
期
待
を
か
け
は
じ
め
た
。

一
九
七
二
年
の
「
第
三
の
選

択
」
は
そ
の
具
体
的
表
わ
れ
と
言
え
る
。

「
第
三
の
選
択
」
以
降
、
日
加
協
力
関
係
は
順
調
に
発
展
し
て
き
で
い
る
が
、
依
然
米
国
が
カ
ナ
ダ
に
お
よ
ぽ
す
影
響
は
大
き
い
。
同

じ
大
陸
を
共
有
し
な
が
ら
、
人
口
は
米
国
の
約
一
割
、
軍
事
・
防
衛
商
で
は

Z
。
同
〉
ロ
で
米
国
と
共
得
、
経
済
面
で
は
カ
ナ
ダ
の
全
輸
出

の
七
五
%
が
米
国
向
け
で
あ
る
こ
と
や
、
カ
ナ
ダ
経
済
に
お
け
る
米
国
資
本
の
支
配
率
の
高
さ
は
、
カ
ナ
ダ
と
米
国
は

szao宮
昌
弘

~88

と
い
う
よ
り
は
、
宮
件

Baagm凶

8
3
と
い
う
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
加
関
係
は
、
こ
の
近
親
的
加
米

関
係
に
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
左
右
さ
れ
て
お
り
、
日
加
関
係
に
お
い
て
米
国
は
強
い
影
を
お
と
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
八
八
年
一
月

に
締
結
、

一
九
八
九
年
一
月
に
発
効
し
た
加
米
自
由
貿
易
協
定
は
、
日
加
・
日
米
関
係
の
双
方
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
加
関
係
に
お
け
る
米
国
の
潜
在
的
存
在
は
、
し
か
し
な
が
ら
カ
ナ
ダ
よ
り
も
日
本
側
で
大
き
い
。
カ
ナ
ダ
か
ら
み
れ
ば
米
国
は
巨
大

な
隣
国
、
日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
で
、
日
米
両
国
を
当
然
別
個
の
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
日
本
か
ら
み
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
は
米
国
と
同
じ
北

米
大
陸
に
位
置
す
る
同
じ
体
制
の
国
で
あ
る
だ
け
に
、
と
も
す
れ
ば
カ
ナ
ダ
を
米
国
に
包
含
し
て
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ

ダ
と
し
て
米
国
と
は
別
個
の
固
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
カ
ナ
ダ
を
日
本
に
と
っ
て
独
立
し
た
重
要
な
パ

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

ニ
O



。

ー
ト
ナ
!
と
し
て
考
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
対
日
貿
易
に
お
い
て
カ
ナ
ダ
の
ラ
イ
バ
ル
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
が
、
人
口
、
経

済
規
模
か
ら
い
っ
て
カ
ナ
ダ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
ひ
け
は
と
ら
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
日
豪
関
係
は
、
日
加
関
係
よ
り
も
緊
密
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
カ
ナ
ダ
が
米
国
と
同
じ
大
陸
に
位
置
せ
ず
、
太
平
洋
の
真
中
か
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
位
置
に
あ
れ
ば
、

カ
ナ
ダ
の
も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
言
っ
て
、
日
加
関
係
は
も
っ
と
密
度
が
高
く
堅
聞
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

カ
ナ
ダ
と
米
国
が
隣
国
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
要
素
が
、
日
本
か
ら
み
て
カ
ナ
ダ
を
米
国
の
影
に
か
く
す
原
閣
の
一
つ
で
あ
る
が
、
も

う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
の
大
国
指
向
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
以
降
の
世
界
秩
序
は
、
米
国
が
覇
権
を
握
る
い
わ
ゆ
る
パ

ツ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
l
ナ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
日
本
の
大
国
依
存
横
向
は
、
米
国
と
の
関
係
を
最
重
要
視
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
超
大
国
米
国
の
隣
国
カ
ナ
ダ
が
米
国
と
は
別
の
重
要
な
溝
在
力
を
秘
め
た
菌
と
気
づ
く
に
は
、
長
い
時
間
が
か
か
っ
た

と
言
え
よ
う
。
日
加
関
係
に
お
い
て
〉
丘
町

4
0
n
g邑
ω、
M
M
m

留
守
ω
古
宮
出
と
一
一
世
田
わ
れ
る
「
一
方
通
行
」
は
、
以
上
の
よ
う
に
と
り
わ
け

日
本
側
の
態
度
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

日
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

l
jゆ
が
ん
だ
三
角
形

i
l

日
加
関
係
は
二
国
間
関
係
で
あ
っ
て
も
、
日
・
米
・
加
三
国
を
頂
点
と
す
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
文
脈
の
中
で
考
る
と
前
提
す
る
と
、

日
加
関
係
の
発
展
は
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
そ
れ
ぞ
れ
両
国
が
米
国
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す
る
か
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
米
・
加
米
間
の
貿
易
量
は
大
き
い
が
、

と
も
に
米
国
の
一
方
的
保
護
措
置
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
収
支
が
比
較
的
均
衡
し
、

国

の
経
済
・
通
商
政
策
と
相
手
国
の
政
策
が

E
E
件。g日
な
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
協
調
関
係
を
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
存
、
逆
に
貿

易
収
支
不
均
衡
と
一
国
の
一
方
的
行
動

gロ
民
号
包

R
C
S
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
関
係
を
ア
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
脊
と
定
義
す
れ



ば
、
日
米
、
加
米
関
係
は
ま
さ
に
ア
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
白
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
、

日
米
、
加
米
の
辺
が
異
常
に
太
く
、
そ
の
関
係
は
ア
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
ひ
ず
ん
だ
三
角
形
で
あ
る
。
他
方
こ
の

三
角
形
に
お
け
る
日
加
の
辺
は
細
い
が
、
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。
軍
事
・
防
衛
菌
、
経
済
面
に
お
け
る
米
国
へ
の
依

存
は
、
日
本
も
カ
ナ
ダ
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
関
係
が
よ
り
強
力
に
な
れ
ば
、
こ
の
日
米
加

ノ
l
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
現
在
の
ひ
ず
み
は
矯
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
よ
り
安
定
し
た
拡
大
均
衡
に
つ
な
が
る

日
米
加
三
閣
に
よ
り
建
設
的
な
効
果
を
あ
た
え
、
広
く

か
も
し
れ
な
い
。
安
定
し
た
ノ

l
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ア
ン
グ
ル
は
、

Z
H開
ω、
〉

ω開
〉
之
を
含
む
環
太
平
洋
協
力
へ
の
重
要
な
骨
組
み
と
な
ろ
う
。

4 

日
加
関
係
の
将
来

一
、
日
加
関
係
は
日
本
と
カ
ナ
ダ
と
い
う
こ
国
間
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
両
国
に
と
っ
て
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
米
国
の
影
響
を

無
規
で
き
ず
、
純
粋
に

Z
U件
再
と
な
関
係
と
し
て
考
え
る
よ
り
も
、
日
米
加
の
三
極
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
考
え
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ

ヲ
@
こ
ト
」

二
、
現
在
の
日
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
ゆ
が
ん
だ
三
角
形
で
あ
り
、
日
加
の
辺
の
強
化
が
三
角
形
の
正
常
化
に
つ
な
が
る
こ
と

一
一
一
、
安
定
し
た
ノ
!
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
、
広
く
環
太
平
洋
協
力
の
機
動
力
と
な
り
得
る
こ
と

の
三
点
を
前
節
で
指
摘
し
た
。
日
加
関
係
が
、
純
粋
に

E
E一
宮
吋
包
な
性
格
を
持
ち
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
今
後
の
日
加

関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
加
米
自
由
貿
易
協
定
が
発
効
し
た
今
日
に
お
い
て
は
、
日
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

。
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は
、
日
加
関
係
の
分
析
枠
組
と
し
て
の
有
効
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
節
で
は
前
節
で
指
摘
し
た
日
加
の
辺
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
、
よ
り
安
定
し
た
日
米
加
協
力
関
係
の
確
立
と
い
う
問
題
提
起
を
受

け
て
、
で
は
ど
の
よ
う
に
日
加
関
係
を
強
化
で
き
る
か
、
そ
の
際
の
問
題
点
は
何
か
を
考
え
た
い
。

日
加
関
係
の
強
化
は
、
次
の
一
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
わ
け
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
、
ず
第
一
は
政
府
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
第
二
節
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
八

0
年
代
に
入
り
日
加
政
府
関
係
は
、
日
加
首
脳
会
談
、
外
相
定
期
協
議
を
は
じ
め
、
閣
僚
の
訪
日
、
訪
加
、
首

相
の
議
会
演
説
な
ど
に
よ
り
、
比
較
的
充
実
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
外
交
姿
勢
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
大
冨
吉
宮
門

3
4
3司
重
視
、
中
間
国
家
三
注
目
。
同
5
4
4
2
軽
視
の
傾
向
が
強
い
。
世
界
シ
ス
テ
ム
全
体
が
変
化
し
て
き
て
い
る
今
日
、
中
間
国
家
の
重

要
性
の
認
識
を
誤
れ
ば
、
そ
の
ツ
ケ
は
必
ず
ま
わ
っ
て
こ
よ
う
。
対
カ
ナ
ダ
外
交
を
、
対
米
外
交
の
一
環
と
考
え
が
ち
な
態
度
を
改
め
、

カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
認
識
し
た
上
で
の
政
府
関
係
の
確
立
が
望
ま
れ
よ
う
。
米
国
に
対
し
、
日
本
も
カ
ナ
ダ
も
、
と
く
に
経
済
依
存
、

軍
事
依
存
に
お
い
て
類
似
し
た
立
場
に
あ
り
、
日
加
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
今
や
「
傷
つ
い
た
鷲
」
で
あ
る
米
国
の
一
方
的
行

動
へ
の
あ
る
種
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
ろ
う
。

第
二
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
と
く
に
重
要
な
の
は
、
日
加
問
の
貿
易
関
係
の
充
実
と
と
も
に
、
日

本
の
対
加
直
接
投
資
で
あ
る
。
と
く
に
製
造
部
門
へ
の
日
本
の
直
接
投
資
を
カ
ナ
ダ
は
強
く
望
ん
で
お
り
、
日
本
の
方
も
、
円
高
や
貿
易

黒
字
の
た
め
、
海
外
投
資
へ
の
イ
ン
ゼ
ン
チ
ヴ
は
十
分
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
日
本
の
投
資
を
、

ア
ジ
ア
諸
国

で
は
な
く
カ
ナ
ダ
に
、
米
国
で
は
な
く
カ
ナ
ダ
に
と
ひ
き
つ
け
る
カ
ナ
ダ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
を
、
よ
り
明
確
に
し
て
み
せ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
た
と
え
ば
米
国
と
く
ら
べ
た
場
合
、

カ
ナ
ダ
は
市
場
の
狭
さ
、
法
人
税
の
高
さ
と
い
っ
た
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
の
北
米
向
け
投
資
は
、
圧
倒
的
に
米
国
で
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
カ
ナ
ダ
が
米
国
と
く
ら
べ
優
位
に
た



て
る
の
は
、
天
然
資
源
の
豊
か
さ
、
電
力
コ
ス
ト
の
廉
価
、
労
働
の
質
、
米
加
ド
ル
為
替
レ
l
ト
の
差
、
治
安
の
良
さ
な
ど
に
お
い
て
で

あ
る
。
市
場
の
狭
さ
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
加
米
自
由
貿
易
協
定
に
よ
り
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
政
治
的
に
安
定
し
た
先
進
国

で
資
源
立
国
の
カ
ナ
ダ
に
、
そ
れ
ほ
ど
の
投
資
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
、
日
本
は
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
は

日
本
に
つ
い
て
の
知
識
、
情
報
を
的
確
に
持
ち
え
な
か
っ
た
た
め
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
日
加
関
係
強
化
の
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、
第
三
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
研
究
、
大
学

な
ど
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
部
門
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
、
よ
り
一
一
層
の
協
力
関
係
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。
我
々
は
い
っ
た
い
カ
ナ
ダ
を
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ナ
ダ
人
は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
日
本
を
知
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
外
務
省
が
去
る
六
月
に
行
っ
た
カ
ナ
ダ
で
の
対
日
世
論
調
査
で
は
、
日
本
を
民
主
主
義
国
と
考
え
て
い
る
カ
ナ
ダ
人
は

半
数
に
も
満
た
な
い
四
七
%
で
、
二
三
%
の
人
が
独
裁
制
、
八
%
の
人
が
共
産
圏
だ
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
カ
ナ

ダ
人
を
無
知
だ
と
笑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
っ
た
い
何
%
の
日
本
人
が
、
カ
ナ
ダ
の
政
治
制
度
、
カ
ナ
ダ
の
首
都
、
カ
ナ
ダ
の
国
家
元

首
に
つ
い
て
正
し
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
互
い
の
国
に
対
す
る
知
識
や
情
報
は
、
ま
っ
た
く
自
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な

状
態
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

日
加
関
係
は
、
大
き
な
問
題
も
な
く
「
良
好
」
な
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
緊
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
親
し
く
な
け

れ
ば
表
面
的
な
関
係
に
終
始
し
、
問
題
も
起
こ
ら
な
い
と
前
述
し
た
が
、
ま
さ
に
日
加
聞
の
「
良
好
」
な
関
係
は
、
互
い
の
国
に
対
す
る

知
識
や
情
報
の
欠
如
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
、
皮
肉
な
見
方
も
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
現
在
欠
知
し
て
お
り
、
そ
し
て

も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
の
信
頼
で
き
る
情
報
で
あ
る
。
日
本
は
、
同
質
的
な
社
会
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
は

多
文
化
主
義
社
会
で
あ
る
。
日
本
は
北
太
平
洋
の
西
の
隅
に
孤
立
す
る
島
国
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
は
北
米
大
陸
に
位
置
し
、
米
国
の
隣
国
で

日
加
関
係
の
分
析
枠
組

二
O
五



ニ
O
六

あ
る
。
日
本
は
単
一
制
度
を
と
る
国
で
あ
り
、

カ
ナ
ダ
は
連
邦
国
家
で
あ
る
。
日
本
は
東
洋
文
明
に
属
し
、
カ
ナ
ダ
は
西
洋
文
明
の
遺
産

を
受
け
つ
い
で
い
る
。
ニ
医
聞
に
は
共
通
点
よ
り
相
違
点
の
方
が
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
加
関
係
の
よ
り
緊
密
な
関
係
確
立
の
た
め
に

は
、
断
片
的
な
知
識
で
は
な
く
、
相
手
国
に
関
し
て
、
正
確
で
信
頼
で
き
る
情
報
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
相
手
国
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、

真
に
「
良
好
」
な
関
係
は
確
立
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
日
加
関
係
の
強
化
は
、
ま
ず
こ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
充
実
に

か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

5 

お
わ
り
に

本
稿
で
は
付
最
近
の
日
加
関
係
の
現
状
分
析
を
行
い
、
日
H
日
加
関
係
の
分
析
枠
組
と
し
て
、
米
国
を
加
え
た
日
米
加
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
を
提
供
し
、
日
開
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
お
け
る
日
加
関
係
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
同
今
後
の
日
加
関
係
の
強
化
の
可
能
性
、
必
要

性
を
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
論
じ
た
。
日
加
関
係
は
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
双
方
に
と
っ
て
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
米
国
の
存
在
や
影

響
を
無
視
し
て
語
れ
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
を
カ
ナ
ダ
と
し
て
、
日
本
を
日
本
と
し
て
、
互
い
に
相
手
国
へ
の
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば
、
関
係

の
深
化
は
望
め
な
い
。
問
題
が
な
い
の
は
必
ず
し
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
関
係
が
緊
密
で
な
け
れ
ば
問
題
も
摩
擦
も
起
こ
ら

な
い
こ
と
、
問
題
が
起
こ
っ
て
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
順
調
な
と
き
に
こ
そ
協
力
関
係
の
基
盤
を
強
化
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

日
本
に
と
っ
て
カ
ナ
ダ
は
ま
だ
未
知
の
部
分
が
多
い
国
だ
け
に
、
日
加
関
係
の
充
実
は
、
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
可
能
性
の
ひ
と

つ
と
な
ろ
う
。
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第
一
の
選
択
は
、
米
国
と
の
関
係
を
現
状
維
持
と
し
、
第
二
の
選
択
は
、
対
米
関
係
を
よ
り
強
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
選

択
は
、
カ
ナ
ダ
の
経
済
や
そ
の
他
を
発
展
、
強
化
し
、
現
在
の
カ
ナ
ダ
の
脆
弱
性
を
減
少
さ
せ
、
貿
易
を
多
角
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
包
括

的
か
つ
長
期
的
戦
略
で
あ
る
。
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)

中
曽
根
首
相
の
カ
ナ
ダ
訪
問
中
に
行
わ
れ
た
第
五
回
目
加
外
相
定
期
協
議
に
お
い
て
阿
部
外
相
は
、
保
護
主
義
の
台
頭
を
防
ぐ
こ
と
は
日

本
の
責
任
で
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
は

1
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
、

2
新
ラ
ウ
ン
ド
(
多
角
的
貿
易
交
渉
〉
の

達
成
、

3
世
界
経
済
の
持
続
的
成
長
、
を
目
標
に
努
力
す
る
旨
表
明
し
た
。
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
六
年
一
月
一
一
一
一
目
。

(9)

『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
六
年
一
月
一
四
日
。

(
叩
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
六
年
一
月
一
四
目
。

(
日
)
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
本
来
の
意
味
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
嘗
え
る
の
は
、
フ
レ
ン
チ
・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
主
と

臼
加
関
係
の
分
析
枠
組

ニ
O
七
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し
て
英
語
系
で
あ
る
カ
ナ
ダ
は
、
国
家
と
し
て
、
フ
レ
ン
チ
・
カ
ナ
吋
ア
イ
ア
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
相
当
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
持
た
ず
、

カ
ナ
ダ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
言
う
場
合
、
〉
ロ
昨
日
i
〉

B2-gMM山
田
訟
を
示
唆
す
る
こ
と
が
多
い
。

(
ロ
)
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
存
、
ア
シ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
相
互
依
存
に
つ
い
て
は
、
「
日
米
加
経
済
関
係
に
お
け
る
加
米
自
由
貿
易
構
想
の
意
味
」

『
開

ω同
M

』
、
一
九
八
七
年
十
二
月
号
、
六
八
頁


